














　前々回は 「理科教育 と理科離れの実態(一)小 学校」で、前回は 「同(二)
中学校」でそれぞれアンケー トを通 して見える小学校、中学校の理科について
の現状 と問題点を分析 し有効 と思われる対策を提言 した。その中で小学校での
「理科離れ」は小さいが、中学校での 「理科離れ」は大 きいことが分かった。こ












らは 「歯止め」論には反対の意見 も多い。小学校4年 の理科では前回と比べて
3位か ら4位 と順位 を下げてお り、中学校2年 の理科では6位 から3位へ と順
位 を上げている。 しか し、私の関心が強いのは順位の昇降よりも意欲または潜
在力とでもいうべ きものにある。それを示す調査項 目として 「理科の勉強が楽
しいか」という質問がある。これに対 して 「そう思う」「強 くそう思 う」 と答え
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導内容の見直 しの必要が迫 られてきた。文部科学省 も答申を受け 「生 きる力」
路線は踏襲しつつ、「ゆとり」路線からは離れ、学習時間の増加や内容の改善を
検討 し、平成23年か ら全面実施 される新学習指導要領に反映させようとしてい




対象　　小学生　神戸市立5校 の3年 生か ら6年生
　　　　中学生　神戸市立6校 の1年 生か ら3年生











・　 理科が好 きか嫌いかを5段 階(大 好 き、好きな部分が多い、どちらともい
　　えない、嫌いな部分が多い、大嫌い)の 選択肢で求める。
・　 理科の内容が理解で きたかを5段 階(ほ とんど理解している、理解 した部
　　分が多い、 どちらともいえない、理解できない部分が多い、ほとんど理解
　　していない)の 選択肢で求める。
・　 どの部分が好 きで、 どの部分が嫌いかを物理、化学、生物、地学の各分野
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　　別に教科書に応 じて各テーマ(物 理8テ ーマ、化学11テー マ、生物10テー
　　マ、地学10テー マ)を 選択肢 として回答 を求める。
・　 好 きな理由を9つの選択肢で求める(た だし、9番 目は自由記述)。
・　 嫌いな生徒に対 して嫌いになった時期 を学年の選択肢で回答 を求める。
・　 嫌いになった理由をllの選択肢で求める(た だし、　ll番目は自由記述)。




であった。高校は義務教育の小 ・中学校 と違い、成績に関して高校 ごとに差が
ある。また、一一つの高校であって も理系のクラスと文系のクラスがあ り、 どの
クラスにアンケー トを依頼するかによって大きな差が生ずることが考えられる。
この度は三つの高校の、理系の在籍率 を考慮 して出来るだけその学校の平均的









　先ず本学の女子大生124名か らアンケー トをとり、高校生の女子 と様々な比較
を行った、その一つが上記のグラフである。これ等比較の結果、文系の女子大








層が減 り、嫌いとする層が増えている。そして、女子は男子 と比較 してその変
化が大 きい。教 える環境が同じでもこれほどの差が生ずるのは偏った社会通念
や大人の考え方、また将来の進路選択 との関係が大 きく影響 していると考えら





してみた場合 に気にかかるのは小学校5年 生と中学校1年 生、2年 生である。
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図4　理科が嫌いになった時期
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　ここでも中学1年 生、2年 生、高校1年 生に問題がある。特 に進学 した時期
が特徴的であ り、受験勉強が理科嫌いにさせているところもあるのではなかろ
うか。進学のために受験勉強の対応を強 く求め られ、じっくりと実験に取 り組
んで深 く理解するゆとりがなくなっていると考えられる。実験 を成績に反映す
るとか、高校入試 ・大学入試の中に実験を体験 した方が有利になるような問題





　 これについて小学校か らの変化 を見てみ ると、小学校では 「分か らない」、
「覚えることが多い」、「理屈が難 しい」、「実験等嫌い」、「算数の力がいる」とい




と感 じていること、ならびにその原因 として中 ・高では数学の力が十分でない
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ことが理科を嫌いにする主な原因となっている。「覚えることが多い」 という回
答の割合は中学2年 か ら中学3年 、高校 になると大きく減少する。理解する内
容が増え、覚えることだけではカバー出来ない難しさが大きな壁になっている
ことがうかがえる。小学校では少数なが ら 「実験等が嫌い」 とする層がいたが、










図6　分野別(科 目別)に みた好 き嫌い
　次に男女別にみた各分野の好き嫌いについて調べてみた。小学校では各分野
について嫌い とする層が非常 に少なく余 り問題は無かったが、男女別に各分野
ごとに嫌いとする割合の変化 を中学から高校までグラフに表 した。男女 とも中
学で理科を嫌い とする層が大幅に増加 しているが、中学2年 か ら中学3年 で男
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子は生物が嫌いとする層が減少するのに対 して女子は地学が減少 している。こ
れは(二)中 学編で詳 しく述べたようにテーマによって好 き嫌いの性差が大 き
いことが大 きな理由である。高校に進むと男子は物理、地学(履 修 しない者が
多い)は 横ばいであるが化学、生物は嫌いとする層が増加 し、女子は化学がほ
ぼ横ばいであるのに対 して他の分野は嫌い とする層が増加 している。
図7　 嫌いとする層の割合






































　 この研究で も指摘 しているとお り小学校 と中学校の接続に大 きな問題がある
ことが分かる。この度文部科学省は学習指導要領 に関して大幅な改訂を行 う。
理科に関して一番大 きな特徴は 「エネルギー」、「粒子」 を柱 とした流れ と 「生
命」、「地球」を柱 とした流れを通 して小学校 ・中学校一貫した内容構成にした
ことである。これにより児童、生徒の理解はしやす くなる。さらに小学校の理
科の 目標に 「自然に親 しみ、見通 しをもって観察 ・実験などを行い、 ・…
・実感を伴 った理解 を図る」 とい う視点があり、中学校の理科の目標 に 「目的
意識をもって観察、実験 などを行い ・・…　　 科学的な見方や考え方を養 う」
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という視点が入れられている。さらに授業時数も小学校では55時間(+116%)




児童 も多いことなどが考慮されたもの と考 えられる。理科の基礎固めとしては
望ましいことである。一方、中学校では95時間(+133%)増やされる。詳細は






11.高校生の記憶 に残 ってい る実験
　実験 につ いて調査 した結果、 第一一印象 は全 般 的に実験の種類 が少 ない とい う
こ とで ある。
記述その ものが少 なか ったが参考 として 中で も多か った もの を挙 げてみ る。
【物 理】光の反射 ・屈折(16)、台車 の運動 ・エネルギー(16)、電流 ・磁気(13)、
　　　 ソー ラー カー ・ロボ ッ ト(10)
【化 学】ア ンモニアの噴水(23)、電気分解(15)、燃焼(ス チール ウール も含む)
　　　 (14)、炎色 反応(14)、酸化還元(17)、液体窒素(13)、BTB等(12)、
　　　 水 素爆 発(ll)
【生物 】顕微鏡(細 胞、分裂、粘膜、唾液腺、血管、微生物、葉緑体、核)(84)、
　　　 植物 の観 察(し お りづ く りも含 む)(17)
【地学】天体観 測(23)、太陽の動 き(15)
　嫌 い なテーマ に繋が る実験 は余 り記憶 に残 っていない傾 向が見 られる。例 え
ば物理 分野 で言 えば嫌 い な層 の多 い テーマ 「力 と圧 力」 と関連の深 い実験 はほ

















に基礎科 目では中学 と高校の接続を考慮 し、観察 ・実験、探究活動 など基本的
な概念や探求の方法 を学習することを主眼 としている。そして 「化学と人間生
活」を含む2科 目または基礎 を付 した科 目3科 目を必修 としている。このこと
は全体 の科学 リテラシー を高めることに繋が る効果がある。 また、従前の









きときである。そ して目標 とする人間のあ り方を見据え小 ・中 ・高 ・大の教育
を見直すときである。大学入試のあ り方が理科教育の指標にな りがちであるこ
とは否めない。従って小 ・中 ・高 ・大の流れの中で本当に必要な力を試すもの
でなくてはならない。本年日本人のノーベル賞受賞者が多かったことが大学の
進路選択にも影響が出ている。一方では例 えば東大阪市に散在する中小企業の
持つ長い年月で修得 された物づ くりの技術 は日を追って消滅 していると聞 く。
知的財産の喪失である。今までのあ り方を考えると昨今の 日本社会が、時代が
理科離れを促進して きたとも言える。今 日こそ科学技能、科学知識に対する社
会的な価値観を変えるべ きときである。その最 も分か りやす く効果的なことは





が新聞報道にあった(朝 日新聞12/10)。これは子 どもが理科の基礎 を築 く上で
由々しき問題であ り、子 どもの理科離れの大きな原因の一つ と考えられる。大
学の果たす役割として学生はもとより学校の教員にも一通 りの実験を体験 して
もらえる機会を準備 し、教 えにくい箇所についても全国の レポー トなどから模
範的な展 開例などを取 り出 して伝えること等が考えられる。ただ し、 これには
公的な施策 としての裏づけが必要である。 また、保護者の求めるものは激増 し
ており、小学校のみならず中学校 ・高等学校 においても教師の多忙化は限界に
達 している。その中で実験や観察のための十分な準備 は出来に くい。国や公共
団体は理科教員の時間的なゆとりを特別に考えなければならない。
　一方、高校の教員680人に対 し日本理化学協会調査部が行った調査 によれば、







的かつ計画的な働 きかけをしなければ折角の取 り組み も十分な効果をあげるこ
とが出来ない。 また、小学校 ・中学校 も含めた理科の一貫教育を検討 し推進す
る協議会の必要性 を強く思う。
今 まで(一)小 学校編(二)中 学校編で述べてきたことと重複するもの もある
が、対策を並べると次のようになる。
　 ・　 小、中、高の教育の在 り方に最大の影響を及ぼす高校入試やセンター試
　　　験等を実験体験が生きるような内容 も取 り入れるよう検討すること
　 ・　 理科教育 と関わりを持つ大学は小 ・中 ・高の理科教育に関して現職教員
　　　の相談に応 じた り、出前講義を行いセンター的な役割を果たすこと
　 ・　 特 に専門性が曖昧である小学校については現職の教員が大学で実験観察
　　　の体験 ・研究が自由に行えるようにすること
　 ・　 教員がお互いに授業を公開し、お互いの工夫や長所 を取 り入れられるよ
　　　うに情報交換できる時間と組織 をつくること
　 ・　 全国各地の研究発表会での優れた実験方法、観察方法を集中的に取 り上
　　　げ配信 して学校で教員が試行できるシステムをつくること
　 ・　 教 え方はもとより教員の人間性によって教育の成果に大 きな影響が表れ
　　　ることを各教員が自覚して研修などを通じて人間的魅力を磨 くこと
　 ・　 よい成績 を取ることを目的とするのではなく、まず理科を好 きにさせる
　　　ことに重点をおくこと
　 ・　 嫌いになる理由で最も多いのが 「分か らない」であることを教員が十分
　　　に自覚 し、分か り難いテーマについては形成的評価 を十分活用すること
　 ・　 理科の学習には数学(算 数)の 力だけではな く国語や社会科、コミュニ
　　　ケーション能力が大きく関係 しているのでそれらの力 を伸ばすこと
　 ・　 実験の取 り扱い方 は学校間で大 きな違いが見られるが、情報交換や連携
　　　をとって義務教育の児童 ・生徒に均質な理科の授業を受けさせること
　 ・　 子 どもは本来理科が好 きであるという信念 を持つこと
　 ・　 生活科の影響の大きさを自覚し連携 を考えること
　 ・　 学習指導要領 を含め教材の構造化 を検討すること
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・　 教員養成の段階で理科教育に自信の持てる学生、明 日からで も実験観察
　 指導が出来る学生を育てること
・　 教員養成の段階で小 ・中 ・高の理科の内容 と流れを周知させること
・　 教員養成の段階で学生 自身に理科が面白いことを体得させ、面白 く教え
　 ることを目標に学習させること
14.おわりに
　今 まで校種別に3回 にわたって 「理科教育と理科離れの実態」を発表して き
た。私 自身認識を新たにし、これからやるべ きことが見 えたように感 じている。
これらの結果を例えば教員免許の更新講習等のあらゆる機会に広 く伝えてい き
たいと考えている。大学 としては教員養成の中身をさらに充実していくことは
もとより、小学校の教員 に実験 ・観察の体験 をできる機会 と場所を提供する方
策 も考えていきたい。 また義務教育、高校教育の中での取 り組みに関与できる
機会があれば積極的に参加 し微力 を尽 くす覚悟である。さらに今後、実験等の




資料 ア ンケー ト(高 校 生以上)
理科についてのアンケート調査(高校生以上)
































































5:理屈が むずか しくなったか ら
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